
【津波に関する避難情報の特徴】（避難情報に関するガイドライン「内閣府」）
津波は、災害の切迫度が段階的に高まる災害（洪水・土砂災害等）と異なり、

一刻も早く、高い所への立退き避難が望ましいため、「緊急安全確保」ではなく、
「避難指示」を発令します。
さらに、避難情報には、警戒レベルを付さないこととしています。

【重 要】
１ 津波警報・大津波警報が発表されたら、市の避難指示を待つことな
く、迷わず高い所へ避難しましょう。

２ 避難所まで遠い場合や要配慮者以外の方は原則として徒歩避難
３ 津波災害のおそれがある地域にいる方、海沿いにいる方は、地震等
に伴う強い揺れや、長時間ゆっくりとした揺れを感じた場合、津波警
報等の発表や、市の「避難指示」の発令を待つことなく、自主的かつ
速やかに安全な高い場所に、避難してください。

４ 自宅等の津波ハザード情報や市内の主要施設等の標高一覧は、出水
市ホームページや出水市ハザードマップを御確認ください。

【気象庁ホームページより】
津波による災害の発生が予想される場合は、地震発生後、約３分で大津波警報、津波警報、津波注意報
を発表します。その後、「予想される津波の高さ」、「津波の到達予想時刻」等の情報を発表します。
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沿岸部や川沿いにいる人は、ただちに高台や
避難ビルなど安全な場所へ避難してください。

津波は繰り返し襲ってく
るので、大津波・津波警報
が解除されるまで安全な場
所から離れないでください。

ここなら安心と思わず、より高い
場所を目指して避難しましょう！

海の中にいる人は、ただち
に海から上がって、海岸から
離れてください。
津波注意報が解除されるま
で海に入ったり海岸に近づい
たりしないでください。

お住いの市
町村の津波ハ
ザードマップ等
で、浸水が推
定される区域
を確認しておき
ましょう。
また、津波の
規模は様々で
あり、実際には
浸水想定を上
回る津波が
襲ってくること
もあるので、最
大級の避難を
心がけましょう。

津波警報発表や避難情報発令を
待つことなく、より高い所へ避難を ！


